
令和元年度 臼杵市立下ノ江小学校 

学力向上プランの概要 

１．組織的な授業改善の取組 

〇新大分スタンダードの徹底（主体的な学びを促す１時間完結型・思考を整理する板書の構造化・評価

規準の具体化による習熟度別指導・生徒指導三機能を生かした問題解決的な授業展開） 

〇目指したい授業を共通理解するための提案・互見授業の実践 

〇授業改善サポートプログラム  

  物的サポート（基礎・基本問題プリントや活用問題プリント等）や人的サポート（地域の放課後子ど

も教室やふれあい子ども教室・読み聞かせ等）の効果的な活用 

２．その他の学力向上に向けた指導の取組 

  〇スキルタイム実施による基礎・基本の定着 

  〇学期末補充学習（各学年１０時間）や中学校区統一の家庭学習時間の徹底等の学び直しの工夫 

〇語彙力・読解力・想像力・見通しを持つ力等を伸ばすための読書活動の推進 

効果のある取組事例 

１．基礎・基本の定着 

  〇個別指導（火・木の国語スキルタイム 8:05～8:15、水・金の算数コツコツタイム 13:40～13:55  

月・水の読書タイム 8:05～8:15） 

〇家庭学習の充実（授業内容とリンクした宿題と確認、各学期１週間の家庭学習チェック週間の設定） 

〇学期末補充学習時間の設定（各学期末１０時間） 

２．思考ツールの可視化 

  〇授業では、児童の考えを「伝え合う」「繋げ合う」「違いを見つけ合う」などの場面で思考ツールの一

つとしてホワイトボードを活用している。これにより思考の効果的な可視化に繋がると同時にグルー

プや全体でお互いの考えを交流・比較・検討し、さらに自分の考えを深める主体的・対話的な深い学

びが展開されている。 

３．学校図書館の推進 

  〇授業で学んだことを確かめ深める場として、図書館担当や図書館専門員を中心に図書館に並行読書コ

ーナーや調べ学習コーナー等を設置したり、学年に応じた読書冊数の目標達成に向け積極的に図書館

を利用することで主体的・意欲的な学習活動・読書活動に繋がっている。 
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